
６．損  益  計  算  書
（単位：百万円）

平　成　２０　年　度 平　成　２１　年　度

科　　　　　　　目 （平成20年4月1日から平成21年3月31日まで） （平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）

金        額 金        額

3,784,791 4,165,183
2,686,547 3,282,429
2,684,824 3,281,153

1,723 1,276
546,679 684,143
487,991 480,232

預 貯 金 利 息 873 456
有 価 証 券 利 息 ･ 配 当 金 314,279 316,428
貸 付 金 利 息 122,925 116,791
不 動 産 賃 貸 料 40,786 38,440
そ の 他 利 息 配 当 金 9,126 8,114

6 1
57,383 81,216

933 4,077
――― 31,461

364 142
――― 87,011

551,563 198,610
17,308 18,386

165,201 149,453
4,361 9,399

356,824 ―――
1,950 13,853
5,917 7,517

3,673,342 3,986,605
2,455,264 2,342,757

871,312 816,108
395,737 425,436
544,469 524,838
522,731 485,980
119,085 88,485

1,927 1,908
1,147 923,856

――― 922,781
1,147 1,075

600,739 116,046
4,870 3,570

0 ―――
113,220 58,221
285,552 12,258

5,778 7,562
11,729 ―――

571 337
3,669 11,447

11,388 11,075
11,907 11,572

152,052 ―――
331,793 361,610
284,397 242,334
233,891 191,961
21,074 23,228
23,761 22,197
5,670 4,947

111,448 178,577
35,238 971

450 971
34,788 ―――
11,674 25,922
6,442 14,514
4,276 3,188

387 207
――― 7,458

568 552
135,012 153,627

△371 327
13,114 9,829
12,743 10,156

122,269 143,470

税 引 前 当 期 純 剰 余
法 人 税 及 び 住 民 税
法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 剰 余
法 人 税 等 合 計

社 会 厚 生 事 業 増 進 助 成 金

固 定 資 産 等 処 分 損

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額
価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

減 損 損 失

そ の 他 の 経 常 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益

特 別 損 失
価 格 変 動 準 備 金 戻 入 額
固 定 資 産 等 処 分 益

保 険 金 据 置 支 払 金

事 業 費
そ の 他 経 常 費 用

税 金

有 価 証 券 売 却 損
有 価 証 券 評 価 損

減 価 償 却 費

為 替 差 損
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
賃 貸 用 不 動 産 等 減 価 償 却 費
そ の 他 運 用 費 用
特 別 勘 定 資 産 運 用 損

有 価 証 券 償 還 損
金 融 派 生 商 品 費 用

責 任 準 備 金 等 繰 入 額
責 任 準 備 金 繰 入 額
社 員 配 当 金 積 立 利 息 繰 入 額

支 払 利 息
資 産 運 用 費 用

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 損

保 険 金
年 金
給 付 金
解 約 返 戻 金
そ の 他 返 戻 金
再 保 険 料

保 険 金 等 支 払 金

そ の 他 経 常 収 益

退 職 給 付 引 当 金 戻 入 額
そ の 他 の 経 常 収 益

経 常 費 用

年 金 特 約 取 扱 受 入 金
保 険 金 据 置 受 入 金
支 払 備 金 戻 入 額
責 任 準 備 金 戻 入 額

保 険 料 等 収 入
経 常 収 益

資 産 運 用 収 益

保 険 料
再 保 険 収 入

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

金 銭 の 信 託 運 用 益
有 価 証 券 売 却 益

特 別 勘 定 資 産 運 用 益
そ の 他 運 用 収 益

有 価 証 券 償 還 益
金 融 派 生 商 品 収 益
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注記事項 

（貸借対照表関係）    

平成２１年度（平成２２年３月３１日現在） 

１． 有価証券（現金及び預貯金・買入金銭債権のうち有価証券に準じるものを含む）の評価は、売買目的有価証券に

ついては３月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については

移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社株式及び関連会社株式（保険業法第２条第１２項に規定する子会

社および保険業法施行令第１３条の５の２第３項に規定する子法人等のうち子会社を除いたものならびに同条第４

項に規定する関連法人等が発行する株式をいう）については移動平均法による原価法、その他有価証券で時価のあ

るもののうち株式については３月中の市場価格等の平均、それ以外については３月末日の市場価格等に基づく時価

法（売却原価の算定は移動平均法）、時価のないものについては取得差額が金利調整差額と認められる公社債（外

国債券を含む）については移動平均法による償却原価法（定額法）、それ以外の有価証券については移動平均法に

よる原価法によっております。なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理してお

ります。 

 

２． デリバティブ取引の評価は時価法によっております。 

 

３． 土地の再評価に関する法律（平成１０年３月３１日公布法律第３４号）に基づき、事業用の土地の再評価を行っ

ております。なお、評価差額については、評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債

の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

再評価を行った年月日  平成１２年３月３１日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 

土地の再評価に関する法律施行令（平成１０年３月３１日公布政令第１１９号）第２条第１号に定める「地価

公示法の規定により公示された価格」に奥行補正等の合理的な調整を行って算定 

なお、平成１６年１月１日付の合併により安田生命保険相互会社から承継した土地再評価差額金に係る再評価の年

月日および方法は次のとおりであります。 

再評価を行った年月日  平成１３年３月３１日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法 

土地の再評価に関する法律施行令（平成１０年３月３１日公布政令第１１９号）第２条第１号に定める「地価

公示法の規定により公示された価格」に奥行補正等の合理的な調整を行って算定したほか、第５号に定める「鑑

定評価」に基づいて算出 

 

４． 有形固定資産の減価償却の方法は、次の方法によっております。 

・建物 

① 平成１９年３月３１日以前に取得したもの 

旧定額法によっております。 

② 平成１９年４月１日以降に取得したもの 

定額法によっております。 

・建物以外 

① 平成１９年３月３１日以前に取得したもの 

旧定率法によっております。 

② 平成１９年４月１日以降に取得したもの 

定率法によっております。 

 

５． 外貨建資産・負債（子会社株式及び関連会社株式は除く）は、決算日の為替相場により円換算しております。な

お、子会社株式及び関連会社株式は、取得時の為替相場により円換算しております。 

 

６． 貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。破産、民事再

生等、法的・形式的な経営破綻の事実が発生している債務者（以下「破綻先」という）に対する債権および実質的

に経営破綻に陥っている債務者（以下「実質破綻先」という）に対する債権については、下記直接減額後の債権額

から担保の回収可能見込額および保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現状、

経営破綻の状況にはないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債
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平成２１年度（平成２２年３月３１日現在） 

権額から担保の回収可能見込額および保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を

総合的に判断し必要と認める額を計上しております。上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実

績等から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を計上しております。 

   すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査

部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 

   なお、破綻先および実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額および保証等

による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額

は１０,１４６百万円であります。 

 

７． 退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、退職給付に係る会計基準（「退職給付に係る会計基準の設

定に関する意見書」平成１０年６月１６日企業会計審議会）に基づき、当年度末において発生したと認められる額

を計上しております。 

なお、当年度末においては、年金資産見込額が退職給付債務見込額を上回っているため、退職給付引当金の残高

はありません。 

 

８． 役員退職慰労引当金は、役員に対する退職慰労金の支給に備えるため、支給見込額のうち、当年度末において発

生したと認められる額を計上しております。 

 なお、当社は平成１９年度の報酬委員会において、平成２０年６月３０日をもって退職慰労金制度を廃止するこ

とを決議し、制度廃止日以降在任役員に係る繰入を実施しておりません。 

 

９． 偶発損失引当金は、保険業法施行規則第２４条の４の規定に基づく引当金であり、主に、債権流動化に関し将来

発生する可能性のある損失を見積もり、必要と認められる額を計上しております。 

 

１０．価格変動準備金は、保険業法第１１５条の規定により算出した額を計上しております。 

 

１１．リース取引開始日が平成２０年３月３１日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

１２．ヘッジ会計の方法は、「金融商品に関する会計基準」（平成２０年３月１０日 企業会計基準委員会）に従い、

主に、貸付金および借入金に対するキャッシュ・フローのヘッジとして金利スワップの特例処理、外貨建債券に対

する為替変動リスクのヘッジとして為替予約による時価ヘッジを行っております。 

なお、当年度より保険契約に係る金利変動リスクをヘッジする目的で金利スワップ取引を利用しており、業種別

監査委員会報告第２６号「保険業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（平成１４

年９月３日 日本公認会計士協会）に基づき繰延ヘッジ処理を行っております。ヘッジ有効性の評価は、ヘッジ対象

とヘッジ手段双方の理論価格の算定に影響を与える金利の状況を検証することにより行っております。 

 

１３．責任準備金は、保険業法第１１６条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式により計算

しています。 

（１）標準責任準備金の対象契約については、内閣総理大臣が定める方式（平成８年大蔵省告示第４８号） 

（２）標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式 

 

なお、責任準備金には、保険業法施行規則第６９条第５項の規定に基づき、平成８年４月１日以前に契約締結し

た個人年金保険契約について、予定利率２.７５％を用いて保険料積立金を計算したことにより生じた差額を、平成

１９年度から３年間にわたり追加して積み立てることとしたもの５８６,２１３百万円が含まれております。このう

ち当年度に積み立てた額は１２８,３４３百万円であり、これにより３年間にわたる追加積立てを完了（なお、年金

開始する契約の年金開始後部分は、翌年度以降も年金開始の都度積立て）しております。 

 

１４．消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産に係る控除対象外消費税等の

うち、税法に定める繰延消費税等については、前払費用に計上し５年間で均等償却し、繰延消費税等以外のものに

ついては、発生年度に費用処理しております。 
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平成２１年度（平成２２年３月３１日現在） 

 

１５．無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基づく定額法により

行っております。 

 

１６．当年度における金融商品の状況に関する事項および金融商品の時価等に関する事項は、次のとおりであります。

（１）金融商品の状況に関する事項 

保険業法第１１８条第１項に規定する特別勘定以外の勘定である一般勘定の資産運用は、経済価値で評価した資産

と負債の差額であるサープラスを健全性指標の一つとして捉え、サープラスの変動性（リスク）に着目するサープラ

ス・マネジメント型ＡＬＭによっております。 

この方針に基づき、具体的な金融資産として、主に有価証券および貸付金に投資しております。有価証券は、主と

して債券、株式、投資信託および組合出資金等で保有しており、貸付金は、主に国内の取引先および個人に対する貸

付であります。 

また、デリバティブについては、運用資産または保険負債のリスクに対する主要なヘッジ手段と位置付けており、

原則として、ヘッジ目的に利用を限定しております。ヘッジ会計の方法は、「金融商品に関する会計基準」（平成２

０年３月１０日 企業会計基準委員会）に従い、主に、貸付金に対するキャッシュ・フローのヘッジとして金利スワ

ップの特例処理、外貨建債券に対する為替変動リスクのヘッジとして為替予約による時価ヘッジ、金利スワップによ

る保険負債の金利リスクヘッジを行っております。 

なお、有価証券は市場リスク(金利の変動リスク、為替の変動リスクおよび価格変動リスク等)および信用リスク、

貸付金は信用リスクおよび金利の変動リスク、デリバティブ取引は市場リスクおよび信用リスクに晒されておりま

す。 

借入金は、変動金利の借入を行っており、金利の変動リスクに晒されております。 

金利の変動リスクの管理に関しては、サープラス・マネジメントの観点から、長期債購入による持続的・安定的な

資産デュレーションの長期化および金利スワップによる保険負債の金利リスクヘッジ等により、負債も含めた経済価

値ベースの変動リスクを管理しております。為替の変動リスクの管理に関しては、リスク水準の適切なコントロール

のため必要に応じ為替予約等を利用し、為替リスクのヘッジを行っております。価格変動リスクを含めた市場リスク

の管理に関しては、有価証券やデリバティブ取引について残高および損益状況を一元的に管理しているほか、適宜、

限度枠を設定することで損失を一定範囲に収める仕組みを導入しております。 

さらに、当社ではＶａＲ手法による最大予想損失額の測定に加えて、通常の予測を超えた急激な市場変動が発生す

る事態も想定して、ストレステストを定期的に行っております。また、これらの損益状況やルールの遵守状況は、資

産運用リスク管理部署が監視し、資産運用リスク管理分科委員会に定期的に（緊急時は遅滞なく）報告を行うほか、

重要なものは取締役会等に報告しております。 

信用リスクの管理にあたっては、個別取引ごとに、リスクを慎重に見極め、安全性が高いと判断される対象に限定

して運用を行っております。なお、信用リスク判断が特に重要な企業向け貸付については、審査管理部署において、

厳正な審査体制の確保、信用供与先に対するモニタリング、企業審査手法を活用した社内信用格付制度を実施すると

ともに、重要度の高い案件については、資産運用会議（経営会議）等で慎重に検討のうえ決裁する体制となっており

ます。また、リスクが特定企業・グループ等に集中することのないよう信用度に応じた与信枠を設定し、管理を行う

等運用先の分散を図っております。 

デリバティブ取引に関しては、利用方針等を規定化するとともに、取引種類別の残高制限および取引先ごとの与信

枠を設定するなどしてリスクを抑制するとともに、取引を執行する部署と事務管理部署を分離し、内部牽制が働く組

織体制をとり、適切なリスク管理を行っております。 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれて

おります。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該

価額が異なることもあります。 
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（２）金融商品の時価等に関する事項 

当年度末における主な金融資産および金融負債に係る貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次

のとおりであります。 

(単位:百万円)

 貸借対照表 

計上額 

時価 差額 

現金及び預貯金 376,075 376,075  -  

  その他有価証券(譲渡性預金) 168,972 168,972  -  

買入金銭債権 248,019 250,182  2,163 

  満期保有目的の債券 227,479 229,642  2,163 

  その他有価証券 20,540 20,540  -  

有価証券 16,041,082 16,182,646  141,563 

  売買目的有価証券 559,079 559,079  -  

  満期保有目的の債券 5,791,561 5,933,125  141,563 

  その他有価証券 9,690,441 9,690,441  -  

貸付金 5,477,264 5,568,303  91,039

保険約款貸付 362,313 362,313  -  

一般貸付 5,114,950 5,205,990  91,039

貸倒引当金(*1) △4,133 -   -  

 5,473,130 5,568,303 95,172

債券貸借取引受入担保金 284,570 284,570  -  

借入金 100,000 100,000  -  

金融派生商品(*2) (1,770) (1,770) -  

 ヘッジ会計が適用されていないもの (3,760) (3,760) -  

 ヘッジ会計が適用されているもの 1,989 1,989  -  

(*1)貸付金に対応する一般貸倒引当金および個別貸倒引当金を控除しております。 

(*2)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては、（ ）で示しております。 

 

（注１）金融商品の時価の算定方法 

 

・資産 

① 現金及び預貯金 

約定期間が短期であることから、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、当該帳簿価額を時価とし

ております。「金融商品に関する会計基準」（平成２０年３月１０日 企業会計基準委員会）に基づく有価証券とし

て取り扱うものについては、③有価証券と同様に評価しております。 

② 買入金銭債権 

買入金銭債権のうち「金融商品に関する会計基準」（平成２０年３月１０日 企業会計基準委員会）に基づく有価

証券として取り扱うものについては、③有価証券と同様に評価しており、主に、取引相手先から入手した、将来キャ

ッシュ・フローを現在価値に割り引く方法により算定された価額を時価としております。 

なお、一部の劣後信託受益権については、将来キャッシュ・フローの算定が難しいなど時価を把握することが極め

て困難と認められるため時価開示の対象とはしておらず、買入金銭債権に含めておりません。当該信託受益権の当年

度末における貸借対照表価額は、３６,９１９百万円であります。 

③ 有価証券 

その他有価証券のうち市場価格のある国内株式については、３月中の市場価格の平均等によっております。上記以

外の有価証券については３月末日の市場価格等によっております。 

なお、市場価格がない非上場株式等については、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の

対象とはしておらず、有価証券に含めておりません。当該非上場株式等の当年度末における貸借対照表価額は、

１,０２６,６５８百万円（うち子会社株式及び関連会社株式１３９,８６１百万円）であります。また、当年度にお

いて、子会社株式及び関連会社株式以外の非上場株式等について３５０百万円減損処理を行っております。 
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④ 貸付金 

保険約款貸付は、当該貸付を解約返戻金の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けておらず、返済見込期間

および金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、当該帳簿価額を時価としております。

一般貸付の時価については、主に、将来キャッシュ・フローを現在価値に割り引いた価格によっております。なお、

破綻先、実質破綻先および破綻懸念先に対する貸付金については、直接減額前の帳簿価額から貸倒見積高を控除した

額を時価としております。 

 

・負債 

① 債券貸借取引受入担保金 

約定期間が短期であることから、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、当該帳簿価額を時価とし

ております。 

② 借入金 

借入金は、変動金利によるものであり、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は借入後大きく異なっ

ていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。 

 

・金融派生商品 

① 株価指数先物、債券先物等の取引所取引の時価については、３月末日の終値または清算価格等によっております。

② 外国為替予約等の店頭取引の時価については、３月末日のＴＴＭ、ＷＭロイターレート、割引レート等を基準と

した理論価格または取引相手先から入手した３月末日の時価によっております。 

③ 金利スワップ取引の時価については、将来キャッシュ・フローの差額を現在価値に割り引いた理論価格または取

引相手先から入手した３月末日の時価等によっております。 

なお、金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている貸付金と一体として処理されているため、

その時価は、当該貸付金の時価に含めて記載しております。 

 

（注２）保有目的ごとの有価証券に関する注記事項 

 

① 売買目的有価証券において、当年度の損益に含まれた評価差額は１００,１０４百万円であります。 

② 満期保有目的の債券において、種類ごとの貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおり

であります。なお、当年度中に売却した満期保有目的の債券はありません。 

(単位:百万円)

 種類 貸借対照表 

計上額 

時価 差額 

①国債･地方債等  4,591,041 4,728,927  137,886 

②社債 748,455 763,572  15,117 

③その他  222,806 226,995  4,188 

時価が貸借対照表計上

額を超えるもの 

合計 5,562,302 5,719,496  157,193 

①国債･地方債等  287,524 276,715  △10,809

②社債 33,717 33,009  △707

③その他  135,496 133,546  △1,949

時価が貸借対照表計上

額を超えないもの 

合計 456,737 443,271  △13,466

(*)本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるものを含めております。 
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③ その他有価証券の当年度中の売却額は１,９７１,５７４百万円であり、売却益の合計額は８１,２１６百万円、売

却損の合計額は５８,２２１百万円であります。また、その他有価証券において、種類ごとの取得原価または償却原

価、貸借対照表計上額およびこれらの差額については、次のとおりであります。 

(単位:百万円)

 種類 取得原価 

または 

償却原価 

貸借対照表 

計上額 

差額 

(1)株式 1,656,275 2,641,339  985,063 

(2)債券 3,240,679 3,346,389  105,710 

  ①国債･地方債等 2,545,198 2,633,152  87,953 

  ②社債  695,480 713,237  17,756 

(3)その他 718,658 780,945  62,287 

貸借対照表計上額が取

得原価または償却原価

を超えるもの 

合計 5,615,613 6,768,674  1,153,061 

(1)株式  340,385 314,922  △25,463

(2)債券 1,442,024 1,434,153  △7,870

  ①国債･地方債等 1,396,041 1,388,521  △7,520

  ②社債 45,982 45,632  △350

(3)その他 1,420,720 1,362,204  △58,516

貸借対照表計上額が取

得原価または償却原価

を超えないもの 

合計 3,203,130 3,111,279  △91,850

(*)本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるものを含めております。 

④ 上記の表中にある「取得原価または償却原価」は減損処理後の帳簿価額であります。当年度において、その他有

価証券で時価のある株式等について１０,８２３百万円減損処理を行っております。 

 

（注３）金銭債権および満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 

(単位:百万円)

1 年超 3 年超 5 年超 7 年超  1 年以内 

3 年以内 5 年以内 7 年以内 10 年以内 

10 年超 

預貯金 375,446  -  -  -  -   -  

買入金銭債権 7,992  - -  2,000 -   238,027 

貸付金(*) 858,620 1,290,074 1,013,989 821,918 794,333 328,644

有価証券         

満期保有目的

の債券 
519,928  1,109,466 918,288 417,932 437,478  2,388,467 

その他有価証

券のうち満期

があるもの 

143,619  609,662 629,948 254,481 2,011,402  3,002,081 

合計 1,905,607 3,009,203 2,562,226 1,496,332 3,243,213 5,957,220

(*)貸付金のうち、破産更生債権等、償還予定額が見込めない 3,076 百万円は含めておりません。 

(*)貸付金のうち、保険約款貸付については、償還期限がないので含めておりません。 

 

（注４）債券貸借取引受入担保金および借入金の決算日後の返済予定額 

(単位:百万円)

1 年超 3 年超 5 年超 7 年超  1 年 

以内 3 年以内 5 年以内 7 年以内 10 年以内 

10 年超 

債券貸借取

引受入担保

金 

284,570  -  -  -  -   -  

借入金 -   -  -  -  -   100,000 

合計 284,570  -  -  -  -   100,000 
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（追加情報） 

当年度より、「金融商品に関する会計基準」（平成２０年３月１０日 企業会計基準委員会）および「金融商品の

時価等の開示に関する適用指針」（平成２０年３月１０日 企業会計基準委員会）を適用しております。 

 

１７．当社では、東京都その他の地域において賃貸用のオフィスビル等を有しており、当年度末における当該賃貸等不

動産の貸借対照表価額は６２１,９１７百万円、時価は６５６,６１６百万円であります。なお、時価の算定にあた

っては、主として不動産鑑定士による鑑定評価（指標等を用いて調整を行ったものを含む）によっております。 

 

（追加情報） 

当年度より、「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準」（平成２０年１１月２８日 企業会計基準委員会）

および「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準の適用指針」（平成２０年１１月２８日 企業会計基準委員

会）を適用しております。 

 

１８．貸付金のうち、破綻先債権、延滞債権、３ヵ月以上延滞債権および貸付条件緩和債権の額は、２９,９１６百万円

であります。なお、それぞれの内訳は以下のとおりであります。 

貸付金のうち、破綻先債権額は２２８百万円、延滞債権額は６,００５百万円であります。 

上記取立不能見込額の直接減額は、破綻先債権額１０,１０３百万円、延滞債権額４３百万円であります。 

なお、破綻先債権とは、元本または利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本または

利息の取立てまたは弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（貸倒償却を行った部分を除

く。以下「未収利息不計上貸付金」という）のうち、法人税法施行令（昭和４０年政令第９７号）第９６条第１項第

３号のイからホまでに掲げる事由または同項第４号に規定する事由が生じている貸付金であります。 

また、延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権および債務者の経営再建または支援を図ること

を目的として利息の支払を猶予した貸付金以外の貸付金であります。 

貸付金のうち、３ヵ月以上延滞債権額はありません。 

なお、３ヵ月以上延滞債権とは、元本または利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日として３ヵ月以上延滞して

いる貸付金で破綻先債権および延滞債権に該当しないものであります。 

貸付金のうち、貸付条件緩和債権額は２３,６８２百万円であります。 

なお、貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建または支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶

予、元本の返済猶予、債権放棄その他債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権および３ヵ

月以上延滞債権に該当しない貸付金であります。 

 

１９．有形固定資産の減価償却累計額は、４４４,３５７百万円であります。 

 

２０．保険業法第１１８条第１項の規定による特別勘定の資産の額は、５９５,３５３百万円であります。 

なお、同勘定の負債の額も同額であります。 

 

２１．保険業法施行規則第３０条第２項に規定する金額は、７４８,９３１百万円であります。 

 

２２．子会社等に対する金銭債権の総額は、３,６９０百万円、金銭債務の総額は、３,３６１百万円であります。 

 

２３．貸借対照表に計上した有形固定資産および無形固定資産のほか、リース契約により使用している重要な有形固定

資産として電子計算機およびその周辺機器等があります。 

 

２４．社員配当準備金の異動状況は次のとおりであります。 

前年度末現在高 ３５２,５０２百万円

前年度剰余金よりの繰入額 １１０,５５７百万円

当年度社員配当金支払額 １３３,５４５百万円

利息による増加等 １,１３４百万円

当年度末現在高 ３３０,６４９百万円
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２５．担保に供されている資産の額は、有価証券４,４８５百万円であります。 

 

２６．消費貸借契約により貸し付けている有価証券（現金担保付債券貸借取引による有価証券を含む）の貸借対照表価

額は、１,３２９,３１８百万円であります。 

 

２７．貸付金に係るコミットメントライン契約等の融資未実行残高は、１０,６６５百万円であります。 

 

２８．借入金は、他の債務よりも債務の履行が後順位である旨の特約が付された劣後特約付借入金であります。 

 

２９．外貨建資産の額は、２,０６４,１６２百万円であります。 

（主な外貨額 １５,７０１百万米ドル、３,２０６百万ユーロ） 

 外貨建負債の額は、６,９２８百万円であります。 

（主な外貨額 ３８百万米ドル、１４百万ユーロ） 

 

３０．保険業法第２５９条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当年度末における当社の今後の負担見積額

は４８,８７５百万円であります。 

なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。 

 

３１．退職給付債務に関する事項は次のとおりであります。 

（１）退職給付債務およびその内訳 

イ．退職給付債務 △３６５,７５７百万円

ロ．年金資産 ３２１,０７５百万円

うち退職給付信託 １４７,５４４百万円

ハ．未積立退職給付債務（イ＋ロ） △４４,６８１百万円

ニ．未認識数理計算上の差異 １２３,９９１百万円

ホ．未認識過去勤務債務 △１３,０９６百万円

へ．貸借対照表計上額純額（ハ＋ニ＋ホ） ６６,２１３百万円

ト．前払年金費用 ６６,２１３百万円

チ．退職給付引当金（ヘ－ト）  ―― 

（２）退職給付債務等の計算基礎 

イ．退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

ロ．割引率 ２.０％

ハ．期待運用収益率 

適格退職年金および確定給付企業年金 ３.０％

退職給付信託 ０.０％

ニ．数理計算上の差異の処理年数 １０年

ホ．過去勤務債務の額の処理年数 １０年

 

３２．子会社等の株式等は、１４８,５５３百万円であります。 

 

３３．繰延税金資産の総額は、６２４,０９６百万円、繰延税金負債の総額は、３７６,５９９百万円であります。繰延

税金資産のうち評価性引当額として控除した額は、４,０９９百万円であります。 

繰延税金資産の発生の主な原因別内訳は、保険契約準備金４１０,２３４百万円、価格変動準備金６６,８７０百

万円、有価証券評価損４４,９０８百万円および退職給付引当金４０,８８０百万円であります。 

 繰延税金負債の発生の主なものは、その他有価証券の評価差額３４１,９８９百万円であります。 

 当年度における法定実効税率は３６.１５％であり、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間
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平成２１年度（平成２２年３月３１日現在） 

の差異の主な内訳は、社員配当準備金に係る△２８.７７％であります。 

 

３４．保険業法施行規則第７３条第３項において準用する同規則第７１条第１項に規定する再保険を付した部分に相当

する支払備金（以下「出再支払備金」という）の金額は６０百万円、同規則第７１条第１項に規定する再保険を付

した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」という）の金額は１,２６８百万円であります。 
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注記事項 

（損益計算書関係） 

平成２１年度 

（平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで） 

１． 子会社等との取引による収益の総額は、６,９７０百万円、費用の総額は、３１,８１２百万円であります。 

 

２． 有価証券売却益の内訳は、国債等債券１２,１２３百万円、株式等２５,３９２百万円、外国証券４３,７００百万

円であります。 

有価証券売却損の内訳は、国債等債券２５２百万円、株式等１,０１２百万円、外国証券５６,９５６百万円であ

ります。 

有価証券評価損の内訳は、国債等債券３１９百万円、株式等１０,８８２百万円、外国証券１,０５７百万円であ

ります。 

 

３． 支払備金戻入額の計算上、差し引かれた出再支払備金戻入額の金額は４１百万円、責任準備金繰入額の計算上、

足し上げられた出再責任準備金戻入額の金額は１,４１４百万円であります。 

 

４． 「金融派生商品収益」には、評価益が３２,０１３百万円含まれております。 

 

５． 退職給付費用の総額は、１９,９６８百万円であります。なお、その内訳は以下のとおりです。 

イ．勤務費用 １１,２２６百万円

ロ．利息費用 ７,５４８百万円

ハ．期待運用収益 △４,７２３百万円

ニ．数理計算上の差異の費用処理額 ８,５０６百万円

ホ．過去勤務債務の費用処理額 △２,６０６百万円

へ．その他 １６百万円

 

６． 当年度における減損損失に関する事項は、次のとおりであります。 

（１）資産のグルーピング方法 

保険事業等の用に供している不動産等については、保険事業等全体で１つの資産グループとしております。また、

保険事業等の用に供していない賃貸不動産等および遊休不動産等については、それぞれの物件ごとに１つの資産グル

ープとしております。 

（２）減損損失の認識に至った経緯 

不動産市況の悪化等により、一部の資産グループに著しい収益性の低下または時価の下落が見られたことから、帳

簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

（３）減損損失を認識した資産グループと減損損失計上額の固定資産の種類ごとの内訳 

 

用 途  件 数 減 損 損 失 （百万円） 

   土 地 建 物  計 

賃貸不動産等  ２件 ９２ ３５１  ４４４ 

遊休不動産等  ４９件 １,３４６ １,３９８  ２,７４４ 

合 計  ５１件 １,４３８ １,７５０  ３,１８８ 

 

（４）回収可能価額の算定方法 

回収可能価額は、賃貸不動産等については物件により使用価値または正味売却価額を、遊休不動産等については正

味売却価額を適用しております。なお、使用価値については見積乖離リスクを反映させた将来キャッシュ・フローを

２.６１％で割り引いて算定しております。また、正味売却価額については不動産鑑定評価基準に基づく鑑定評価額

等から処分費用見込額を差し引いた価額、または公示価格等を基準にした評価額等をもとに算定しております。 
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